
（別紙３）

～ 2026年　1月　19日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年　1月　9日

（対象者数） 11 （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
施設内だけでなく、地域イベント等に積極的に参加し、より
実践的な社会性を身につける機会を増やしていきたい。

2
異なる年齢の児童と自発的に関わりが持てるように円滑なコ
ミュニケーションを図りながら支援をする機会を増やしてい
きたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
関係機関や外部のイベントに参加し、積極的に事業所を知っ
ていただく機会を増やす。

2

3

利用する曜日によって異なる学校、異なる年齢の児童がいるた
め、人間関係の構築や他者とのコミュニケーションが多く行え
ること。

社会性を意識した、日常生活動作の訓練や個別で取り組んでい
る療育、学習支援。

未就学児でも安心して過ごせるよう本児のペースに合わせて支
援を行い、楽しく過ごせる環境設定を整えている。

本児の興味関心のあることを中心に意欲的に取り組めることか
ら始めている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

児童発達支援としての利用児童が少なく、同級生同士の関わり
が少ない。

児童発達支援も併設している認知がされていない。

2025年　12月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アプリ児童デイサービス上福岡

○保護者評価実施期間 2026年　12月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


